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•  微生物やそれらの生態を支える生体分子（酵素など）
の働きを解明するとともに、実験室内進化によりこれ
らの機能を人為的に改変します。

• さまざまな微生物のうち、100℃近い高温や有機溶媒
の存在下など、他の生物が到底生存できない環境でも
生育できるユニークな微生物（極限環境微生物）に着
目しています。

• 極限微生物やその生体分子の頑健性を活かし、これら
をボトムアップに組み合わせることで有用物質生産や
計測・診断ツールとして利用します。
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微生物の多様な機能を活用した
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細胞の三次元培養において、足場材料の弾性率などの物理的
な因子が細胞の機能や分化誘導に影響することが知られてい
る。コラーゲンは体内に最も豊富に存在するタンパク質であ
り、細胞培養の足場材料として広く用いられてきたが、溶解
性に乏しく、体内と同程度の数数百 kPa の弾性率を再現す
ることは困難であった。我々は、遷移金属イオンが窒素や酸
素原子との配位結合によりコラーゲン分子を特異的かつ高速

（数十秒）に架橋し、数百 kPa 以上の弾性率を発現すること
を見出した。本手法は細胞毒性も低く、高弾性率環境での独
創的な三次元培養方法として応用が期待される。
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医療・ヘルスケア分野、創薬関連

超高速架橋による強くて透明な三次元細胞培養用
コラーゲンゲルの開発
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